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レポートボックス １ー４　応用線形代数

1. a ∈ Rnを固定し，変数ベクトル x ∈ Rnとの内積を T (x) = aTxとして T : Rn −→ Rの写像
を定義する．この写像は線形写像であるか．線形写像である場合は定義を用いて示せ．そうで
ない場合は理由を述べよ．

2. 上記の写像を用いて {x ∈ Rn | T (x) = 0}で定義される集合がRnの部分空間となっていること
を示せ．

3. 次の行列のランク（階数）を計算せよ．
−2 −1 2 1

1 2 −1 −2

5 −1 −1 −3

−3 −2 1 4


4. V ,W をベクトル空間とし，T : V → W を線形写像とする．v1,v2, . . . ,vk ∈ V に対して，次の
ことを示せ．

(a) T (v1), T (v2), . . . , T (vk)が線形独立であれば，v1,v2, . . . ,vkも線形独立である．

(b) T が単射であり，v1,v2, . . . ,vkが線形独立であれば，T (v1), T (v2), . . . , T (vk)も線形独立
である．
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